
 

Ｐ  2 ～ 3
Ｐ  4 ～ 5
Ｐ  6
Ｐ  7
Ｐ  8 ～ 11
Ｐ 12　　
Ｐ 14 　　

2011.5
Vol.293

鹿児島県大島郡宇検村湯湾915番地
電　話  :  0997（67）221 1番
F A X   :  0997（67）226 2番
発行所  :  宇検村役場
編　集  :  総 務 企 画 課
U R L     http://www.uken.net
M a i l    soumuk@uken.net

MAY.

CONTENTS

平成23年度施政方針
むらの話題
村消防団まとい受賞
災害被災地に対する支援
お知らせ
平成23年度当初予算
村民のうごき

4 月 22日に田検小学校であった交通安全教室での一コマ。



2

　

私
は
一
月
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
、
村
長
選
挙
に
お
い
て
、
村

民
の
多
く
の
ご
支
援
を
賜
り
、

向
こ
う
四
年
間
の
村
政
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

経
済
の
低
迷
や
激
変
す
る
社

会
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
行
政

を
運
営
し
て
い
く
こ
と
は
極
め

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、
今
さ

ら
な
が
ら
そ
の
職
責
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

私
が
選
挙
期
間
中
に
述
べ
た

公
約
に
つ
い
て
は
、
村
議
会
議

員
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
「
今
日
の
や
す

ら
ぎ
・
明
日
へ
の
希
望
」
を
テ

ー
マ
に
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

で
村
民
が
一
体
と
な
り
、
全
員

参
加
の
村
お
こ
し
を
目
指
し
、

村
民
が
元
気
で
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
村
「
あ
な
た
が
い
て
こ
そ

の
宇
検
村
」
の
発
展
に
一
生
懸

命
取
り
組
み
ま
す
。

　

村
政
運
営
の
基
本
方
針
と
し

て
は
、
第
四
次
宇
検
村
長
期
振

興
計
画
の
「
奄
美
文
化
の
源
・

活
力
と
連
帯
感
あ
ふ
れ
る
村
づ

く
り
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、

住
民
の
和
を
基
本
と
し
、
豊
か

な
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
生
か

し
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
の
あ
る
宇

検
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
公
正
公
平
・

透
明
性
の
あ
る
村
政
運
営
を
行

い
、
村
民
の
融
和
を
図
り
つ
つ
、

地
方
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
個

性
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
村
民

と
と
も
に
築
い
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

は
じ
め
に

行
財
政
改
革

若者から高齢者まで村民が一体となり，

　　　　全員参加の村おこしを目指して！

※ここでは，平成23年第1回目の村議会定例会で発表された施政
　方針の内容を編集して掲載しております。
　詳しくは，宇検村ホームページで確認することができます。

平成23年度  施政方針

　

国
・
県
が
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
く
中
で
、
本
村
も
平
成

十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年

度
ま
で
行
財
政
改
革
を
進
め
、

事
務
事
業
、
組
織
機
構
、
定
員

管
理
等
を
見
直
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
職
員
の
定

員
管
理
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
二
年
度
ま
で
に
目
標
数
値

に
達
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
平
成
二
十
八
年
度

ま
で
の
五
年
間
で
十
六
名
の
退

職
者
が
で
て
き
ま
す
の
で
、
職

員
の
採
用
を
年
次
的
に
計
画
し
、

退
職
に
伴
う
補
充
を
行
い
な
が

ら
、
職
員
数
の
適
正
な
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
の
資
質
向
上
を

図
る
た
め
、
各
種
研
修
へ
の
参

加
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま

す
。

整
備
事
業

　

村
道
に
つ
い
て
は
、
田
検
名

音
線
が
完
了
し
、
今
年
度
か
ら

下
田
橋
の
整
備
に
入
り
、
三
年

間
で
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

港
湾
事
業
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
新
規
に
須
古
地
区
の

防
砂
堤
の
整
備
を
す
る
計
画
で

す
。

　

住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

も
引
き
続
き
川
田
団
地
（
湯
湾
）

の
公
営
住
宅
の
建
て
替
え
を
総

合
的
に
進
め
、
地
域
環
境
や
高

齢
者
に
配
慮
し
た
工
法
で
整
備

を
図
り
、
今
年
度
で
完
了
さ
せ

ま
す
。

　

簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
は
湯
湾
地
区
の
浄
水
場
施

設
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
芦

検
地
区
に
配
水
施
設
を
整
備
し
、

北
部
地
区
の
供
用
を
開
始
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

農
業
振
興

　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
生
産
拡
大
策

と
し
て
ト
ン
当
た
り
一
万
円
の

生
産
奨
励
金
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

の
使
用
料
の
半
額
補
助
等
を
行

い
、
黒
糖
焼
酎
の
原
料
供
給
を

行
い
な
が
ら
、
宇
検
村
ブ
ラ
ン

ド
の
開
発
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
独
自
の
農
産

物
を
生
産
し
て
い
た
だ
き
、

二
十
二
年
度
に
整
備
し
た
農
産

物
直
売
所
「
う
け
ん
市
場
」
で

販
売
し
、
だ
れ
に
で
も
で
き
る

簡
単
な
農
作
業
に
お
い
て
換
金

作
物
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
行

い
、
遊
休
地
や
荒
廃
地
の
解
消

も
合
わ
せ
た
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

元田 信有
宇検村長
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林
業
振
興

　

本
村
で
は
、
循
環
型
林
業
の

形
態
を
目
指
し
、
そ
の
一
環
と

し
て
チ
ッ
プ
工
場
か
ら
排
出
さ

れ
る
バ
ー
ク
の
有
効
利
用
を
図

り
、
農
家
へ
の
安
定
し
た
堆
肥

の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

　

循
環
型
林
業
の
中
に
お
い
て

は
、
公
有
林
の
整
備
事
業
に
よ

る
村
有
林
の
広
葉
樹
や
優
良
樹

種
の
改
良
、
優
良
樹
木
の
植
栽

事
業
を
導
入
し
、
林
業
全
体
の

振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

観
光
・
商
工
業

　

活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
結
い
の

館
」
や
「
開
運
の
郷
」
を
利
用

し
、
焼
酎
工
場
や
黒
糖
工
場
の

見
学
・
球
場
周
辺
に
整
備
し
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
利
用

等
、
観
光
客
の
増
も
見
込
ま
れ
、

宿
泊
施
設
等
と
連
携
し
な
が
ら
、

都
会
の
方
々
に
自
然
や
農
作
業

体
験
を
行
い
、
中
長
期
滞
在
型

に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
施

策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
商
工
業
対
策
に
つ
き

ま
し
て
は
、
一
昨
年
、
昨
年
と

実
施
し
ま
し
た
「
や
け
う
ち
ど

ん
と
券
」
も
好
評
で
あ
り
、
村

内
の
商
店
街
も
恩
恵
を
受
け
た

こ
と
を
機
に
今
年
度
も
機
会
を

捉
え
て
実
施
の
方
向
で
検
討
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
十
月
の
奄
美
大
島
集
中

豪
雨
の
教
訓
を
生
か
し
、
複
雑

多
様
化
す
る
災
害
時
の
対
応
に

消
防
団
の
組
織
力
を
最
大
限
に

生
か
し
、
防
火
・
防
災
及
び
救

急
活
動
の
迅
速
な
展
開
に
向
け

た
施
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

各
集
落
に
組
織
さ
れ
て
い
る

自
主
防
災
組
織
で
の
避
難
訓
練

等
の
実
施
や
各
消
防
分
団
の
施

設
の
整
備
点
検
や
災
害
・
避
難

情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
緊

急
情
報
の
受
信
可
能
な
携
帯
電

話
の
助
成
も
引
き
続
き
実
施
し

て
、
村
民
が
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。 消

防
・
防
災

水
産
振
興

　

焼
内
湾
に
お
い
て
は
、
マ
グ

ロ
・
ク
ル
マ
エ
ビ
の
養
殖
等
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
村

の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
は
多
大

で
あ
る
の
で
、
企
業
と
の
更
な

る
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
生
産

の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

し
か
し
地
元
漁
家
経
営
は
依

然
と
し
て
資
本
力
が
脆
弱
で
高

齢
化
、
零
細
漁
民
が
多
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

　

既
存
施
設
を
有
効
利
用
し
て

い
た
だ
き
、
本
年
度
も
離
島
漁

業
再
生
支
援
事
業
を
導
入
し
、

漁
家
所
得
の
向
上
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
お
き
ま
し

て
は
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
更
な
る
情
報
集
約
を
図
り
、

介
護
予
防
等
の
充
実
や
介
護
保

険
事
業
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

保
健
福
祉

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

保
健
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、

食
生
活
改
善
推
進
員
の
育
成
を

図
る
と
共
に
、
食
に
対
す
る
意

識
向
上
を
高
め
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
児

童
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
た

め
、
施
設
整
備
・
職
員
研
修
等

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
も
生
涯
学

習
の
観
点
に
立
っ
て
、
主
体
性
、

創
造
性
、
国
際
性
を
備
え
て
、

情
報
化
、
国
際
化
に
順
応
で
き

る
人
間
性
豊
か
で
、
た
く
ま
し

く
生
き
る
村
民
の
育
成
を
掲
げ

て
、
本
村
教
育
の
充
実
発
展
を

培
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

一
、
宇
検
村
誌
に
つ
い
て

　

村
制
施
行
百
周
年
に
む
け
て
、

親
し
み
や
す
い
村
誌
刊
行
の
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
宇
検

村
誌
「
資
料
編
第
二
集
」
は
、「
宇

検
村
誌
」
を
集
大
成
す
る
た
め

の
最
も
貴
重
な
資
料
と
な
る
も

教
育
行
政

の
で
、
村
に
あ
る
貴
重
な
「
古

文
書
」
の
数
々
を
村
民
自
ら
が

学
習
し
、
村
の
歴
史
や
文
化
に

誇
り
を
持
つ
村
づ
く
り
の
基
盤

に
な
る
よ
う
に
活
用
を
奨
励
し

て
参
り
ま
す
。

二
、
児
童
生
徒
減
少
の
対
応
策

　

児
童
生
徒
減
少
傾
向
が
続
く

併
設
校
の
対
応
策
と
し
て
「
親

子
山
村
留
学
制
度
」
で
、
児
童

生
徒
を
持
つ
世
帯
の
Ｉ
タ
ー
ン
、

Ｕ
タ
ー
ン
受
け
入
れ
を
基
本
と

し
て
、
校
区
民
と
連
携
を
密
に

し
な
が
ら
児
童
生
徒
の
募
集
活

動
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

三
、
文
化
財
保
護
事
業

　

平
成
二
十
年
か
ら
平
成

二
十
二
年
ま
で
の
三
年
間
、
文

化
庁
の
文
化
財
総
合
的
把
握
モ

デ
ル
事
業
の
委
託
を
受
け
、
文

化
財
の
総
合
的
把
握
事
業
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
三
年
間
の
調
査
を

基
に
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
の

策
定
や
更
な
る
調
査
研
究
を
進

め
、「
文
化
財
の
保
存
と
活
用
」

を
進
め
て
参
り
ま
す
。
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宇
わ き ゃ し ま

検村  旬
しゅん

  話
わ だ い

題なの
＊このコーナーでは，宇検村内の旬な出来事を紹介します。みなさ
　んの周りにあるめずらしいことなど，情報をお待ちしています。

宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 0997-67-2211

　このたび宇検集落が，平成 22 年度奄美群島内に
おける「地域美化・環境保全活動表彰」の優秀賞を
受賞し，3 月 24 日に役場村長室において表彰式が
行われました。この表彰は，世界自然遺産の島にふ

さわしい景観・環境の創造を推進することを目的として鹿児島県大島支庁が実施しているも
ので，宇検集落の毎月行っている美化作業や海水浴シーズン前に行う「船越海岸」の清掃作
業などの活動が認められ，今回の受賞となりました。
　表彰式では，西岡 一美 大島支庁瀬戸内事務所長より津田 正
亮 宇検集落区長へ賞状や記念の立て看板等が授与されました。
　同集落は今後の取り組みとして，集落内に流れる「南郷川」
の川底が荒れているため，いつでも子ども達が海水浴できるよ
うに集落全体で河川の清掃作業を実施する予定だそうです。

宇検集落が地域美化活動表彰
〜集落全体での美化作業等が認められ〜

宇検集落での美化作業のようす。

　3 月 16 日に役場職員や村議会議員に加え，集落区
長，民生委員など約 60 名が参加し，赤土山へオキナ
ワウラジロガシ 200 本とイジュ 100 本の苗木の植栽
が行われました。
　この植樹祭は，平成 19 年度に再開され今回で 4 回
目になります。オキナワウラジロガシは鹿児島県森林

技術総合センターより提供して頂き，イジュは村のほうで購入しました。
　当日は役場で出発式を行った後に赤土山へ移動し，森林の伐
採跡地に約 1 時間を掛けて計 300 本の苗木を植えました。
　宇検村は面積の約 90％が森林となっており , また , 村内でチ
ップ製造を行うなど林業の村でもあります。今後も森林の活用
と再生・保護に取り組んでいきたいと思います。

苗木300本を赤土山へ植樹
〜森林の活用と再生・保護を目指して〜

作業前に説明を受ける参加者。

平日にも関わらず多くの方に参加して頂きま
した。苗木を手分けして植栽するようす。

記念の立て看板等を手に記念撮影。左から元田
村長，津田区長，西岡大島支庁瀬戸内事務所長。



　明治 11 年に本村の湯湾集落に生まれ，伝説の唄者として知られる
中山音女さんの SP レコード盤が，日本伝統文化振興財団（東京）の
手により CD アルバムへ復刻され，5 月 11 日より販売されています。
　中山音女さんは奄美本島のほか徳之島や喜界島などにも出かけて歌
声を披露したり，昭和三十年代には民謡大会にも参加するなど，唄者

として活躍しました。この CD は昭和初期に音女さんが吹き込んだ SP レコード全 18 枚の内，
再生可能な 14 枚全 27 曲が復刻されたもので，島唄を代表する名曲が収められているほか，
音女さんに関する解説や全歌詞の解説などが別冊で付いています。
　制作を担当した財団の大野 寿子さんは解説書の中で「今回の仕事ほど文化の記録・保存・
継承の意義を考えさせられたことはなかった。この新たな CD によって，奄美の歴史や文化，
島唄，そして何よりも唄者・中山音女に改めて関心が寄せられることを心から願っている。」
と述べています。復刻 CD は 2 枚組の解説書付きで税込み 5,000 円となっています。
※ CD に関するお問い合わせは，財団法人 日本伝統文化振興財団　☎ 03-3222-4155

5

唄者・中
な か や ま

山 音
お と じ ょ

女氏の復刻CDを発売

春
の
叙
勲
を
受
章

故 
吉よ

し
お
か岡 

常つ
ね
じ次 

氏

　
　
　  （
元
村
議
会
議
員
）

　
こ
の
ほ
ど
、
故
吉
岡 

常
次

氏（
元
宇
検
村
議
会
議
員
）が
、

永
年
の
ご
功
労
が
認
め
ら
れ
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

　
三
月
二
十
二
日
に
役
場
村

長
室
に
お
い
て
、
元
田
村
長

よ
り
遺
族
の
吉
岡 

政
一
さ
ん

へ
賞
状
お
よ
び
勲
章
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
岡 

常
次
氏
は
、
昭
和

三
十
一
年
か
ら
四
十
七
年
の

四
期
十
六
年
に
わ
た
り
村
議

会
議
員
と
し
て
村
政
の
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
生
前
の
ご
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　5 月上旬から中旬にかけて『春の交通安全運動』と『春
の地域安全運動』が実施され，村内でも色々な活動があ
り，村民の交通安全と防犯意識の向上が図られました。
　5 月 10 日には湯湾集落にて，防犯パレードが行われ

元田村長は出発式の挨拶で「安心安全な村づくりを全員で取り組みたい。」などと話しました。
　パレードには，村防犯協会，各集落区長，瀬戸内警察
署のほか，スポーツ少年団や学校関係者なども参加し，
リーフレットの配布や横断幕を掲げるなどして，防犯
意識の向上を呼びかけました。
　また，5 月 11 日には田検小学校の正門前にて，交通
安全協会，交通安全母の会，同校職員の皆さんによるド
ライバーへの安全運転の呼びかけ運動が行われました。

防犯の啓発を呼び掛ける参加者。

春の交通安全・地域安全運動
〜防犯パレードと安全運転の呼びかけ運動〜

安全運転の呼び掛け運動のようす。

村長より賞状等を受け取
る遺族の吉岡 政一さん。

中山 音女氏と今回，復刻
発売された CD アルバム。
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宇 検 村 消 防 団

　

村
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

宇
検
村
消
防
団
が
、
こ
の
ほ
ど

平
成
二
十
二
年
度
日
本
消
防
協

会
「
纏
ま
と
い
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
消
防
団
へ
与
え

ら
れ
る
賞
と
し
て
は
最
高
栄
誉

と
さ
れ
、
日
本
消
防
協
会
へ

登
録
さ
れ
て
い
る
全
国
の
約

二
千
九
百
あ
る
消
防
団
の
中
で

十
団
体
の
み
に
授
与
さ
れ
る
も

の
で
す
。　

日
々
訓
練
を
重
ね

　

消
防
団
員
の
知
識
と
教
養

を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
現
在
も
二
年
に
一
度
開
催

さ
れ
て
い
る
消
防
操
法
大
会

で
、
昭
和
六
十
三
年
に
本
村

消
防
団
が
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
村
広
報
誌
へ
は
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
県
大
会
で
の
優
勝
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
小

型
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
の
両

部
門
と
も
本
村
が
優
勝
す
る

快
挙
を
伝
え
て
い
ま
す
。

長年の伝統ある消防活動が認められる！
平成22年度日本消防協会特別表彰「 纏

まとい
 」受賞

これまでに4つの表彰（日本消防長官表彰，日本消防協会長表彰など）を受賞。
さらに昭和63年に全国消防操法大会ポンプ車の部へ村単独チームで出場。

「宇検村消防団」設立以来の多くの優秀な活動が認められ今回の受賞となりました。

受賞報告会での記念撮影。右にあるのが受賞した「纏
まとい
」。

消防団は地域での防災機器の取扱い指導
や定期的な巡回等に取り組む。
写真は平成21年消防出初め式のようす。

　

現
在
、
宇
検
消
防
団
は
七
分

団
に
八
十
二
名
が
所
属
し
、
常

備
消
防
や
村
当
局
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
防
火
防
災
活
動
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

授
与
式
は
二
月
二
十
四
日
に

東
京
の
日
消
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

高
木 

繁
光 

日
本
消
防
協
会
会
長

よ
り
保
池 

久 

団
長
へ
「
纏
ま
と
い

」
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
日
に
役
場
で
行
わ

れ
た
報
告
式
で
保
池
団
長
は「
歴

代
団
員
、
現
団
員
そ
れ
ぞ
れ
の

消
防
活
動
に
対
す
る
頑
張
り
が

評
価
さ
れ
た
。
今
回
受
賞
し
た

「
纏

ま
と
い
」
に
負
け
な
い
よ
う
、
日
々

訓
練
を
重
ね
責
務
を
果
た
し
た

い
。」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

村
を
守
る

昭
和
六
十
三
年
に

全
国
の
消
防
操
法

大
会
に
出
場
！

消防団発足
(昭和25年4月)

 明治末期から昭和初期にかけて，各集落で発生した大火の反省と今後の
 消防力強化対策推進のため結成される。発足当時1分団30名。

湯湾集落にて建物火災
発生(昭和38年10月)

 昭和38年10月25日午後1時湯湾集落にある製材所で火災が発生，消防団
 員総動員して迅速に包囲体制を敷いて，賢明な消火活動を行った。

台風9号来襲
(昭和45年8月)

 最大瞬間風速79㍍を観測，村内各地で猛烈な暴雨のため，家屋の倒壊や
 河川の決壊，崖崩れ等が続発する中，団員が率先して現場活動を行った。

台風19号来襲
(平成2年9月)

 凄まじい暴風雨により，石良地区で崖崩れ及び河川の氾濫が発生。消防
 団は宇検分駐所と連携し，積み土のう等の工法にあたった。

《
過
去
の
活
動
紹
介
》
※上記は現場での活動を一部紹介。消防団は現場だけでなく日頃の防災活動も積極的に行っています。

当時，広報誌へ掲載された写真。
全国では5位入賞を果たした。
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平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日

（
金
）、
午
後
二
時
四
十
六
分
頃

に
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
国
内

観
測
史
上
最
大
と
な
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
．
〇
の
巨
大
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
、
太
平
洋

沿
岸
を
中
心
に
高
い
津
波
が
観

測
さ
れ
、
特
に
東
北
地
方
か
ら

関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
で
は

大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
無

念
に
も
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
対
し
て
心
よ
り
お
悔

や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
震
災
に
対
し
、

本
村
と
し
ま
し
て
も
、
で
き
る

限
り
被
災
地
・
被
災
者
へ
の
支

援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
村
で
は
現
在
ま
で
に
（
五

月
二
十
日
現
在
）
次
の
よ
う
な

支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平成23年5月20日現在　本村の取組

支援1

東日本大震災
被災地に対する支援

宇検村から被災地に

エールを送りましょう！

私たちの出来ることを

出来る範囲でしましょう。

支援2

義援金受付窓口の設置・義援金箱の設置（3箇所）

緊急支援物資の搬送

　

本
村
で
は
被
災
地
へ
対
し
て

の
義
援
金
受
付
窓
口
を
保
健
福

祉
課
へ
設
置
す
る
と
と
も
に
、

村
内
三
箇
所
へ
義
援
金
箱
を
設

置
し
、
義
援
金
を
募
り
ま
し
た
。

　

本
村
へ
は
各
集
落
、
個
人
、

事
業
所
、
村
職
員
か
ら
１
，

０
１
１
，
６
５
９
円
の
義
援
金

が
集
ま
り
、
日
本
赤
十
字
社
鹿

児
島
支
部
な
ど
を
通
し
て
被
災

地
へ
お
届
け
い
た
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
義
援
金
を
募
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■義援金受付窓口　役場保健福祉課

■5月20日現在の義援金合計1,011,659円

　

三
月
二
十
九
日
に
本
村
と
交

流
の
あ
る
茨
城
県
高
萩
市
へ
、

義
援
金
三
十
万
円
と
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
の
支
援
物
資

を
村
職
員
が
直
接
届
け
ま
し
た
。

　

同
市
は
地
震
に
よ
る
被
害
が

大
き
く
、
市
役
所
の
庁
舎
が
崩

壊
寸
前
と
な
っ
て
お
り
、
現
在

は
業
務
を
福
祉
施
設
へ
移
し
て
、

通
常
の
業
務
と
災
害
対
応
に
当

た
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

福
島
原
発
の
影
響
で
水
不
足

が
懸
念
さ
れ
る
と
聞
き
、
今
回

緊
急
に
搬
送
を
行
い
ま
し
た
。

■搬送日　3月29日（火）午後1時
■搬送先　茨城県高萩市
■搬送内容　ミネラルウォーター 150箱，
タンカン200㌔，黒糖800袋など

◎支援物資の搬送先について： 東日本大震災で被災した茨城県高萩市の草間 吉夫 市長は,本村で毎年
合宿を行っている東北福祉大学(宮城県仙台市)の元職員で何度も奄美を訪れており，平成19年11月の
村政施行90周年記念式典では基調講演を行って頂くなど交流がありました。

■義援金箱の設置場所　村役場，村元気
の出る館，村社会福祉協議会


